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イベントサービス（DBInsertトリガ）

・DBにデータがInsertされたことを検知して、AgilePointのプロセスが自動で起動する。
・DBにInsertされた情報をAgilePointの画面に表示する。

DBから渡された値を
初期表示



イベントサービス（DBInsertトリガ） - 設定

・AgilePointのイベントサービスにより、DBにInsertされた事を検知します。
・ AgilePointのイベントサービスにより、DBにInsertされた情報を、AgilePointのプロセスに連携します。



イベントサービス（DBInsertトリガ） - 設定

基本設定：
プロセスモデル：TriggerByDB
プロセスインスタンスのプリフィックス：EVT
説明：（任意）

設定：
接続文字列の作成とテストは事前に実施すること

データベースの型：SQLServer
テーブル名：TBLCustomer
プライマリキー：取引先コード
クエリの頻度：3分



イベントサービス（DBInsertトリガ） - 設定

①DBを新規作成

②テーブルを新規作成

③カラムを新規作成

-手順-
①."CustomDB"データベースを作成する
②."dbo.TBLCustomer"テーブルを作成する
③.テーブル内のフィールドは下記の通り
取引先コード PK, nchar(7), not null
使用開始日 nchar(8), null
使用終了日 nchar(8), null
正式名称 varchar(100), null

※取引先コードはPKに設定する



イベントサービス（DBInsertトリガ） - 結果確認

結果確認方法
・DBにデータ登録された際に、イベントサービスにより、自動でプロセスが開始されること
・DBに登録された値が、画面に表示されていること

①DBにInsertする

②自動開始していることを確認

③自動開始していることを確認

④DBにInsertした値が画面に表示されることを確認
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